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一
．
古
文
書
の
基
本 

 

イ
．
古
文
書
と
は
？ 

 
 

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

 
 

 

①
古
い
文
書
、
古
証
文
。 

 
 

 

②
古
く
な
っ
て
効
力
を
失
っ
た
証
文
。 

 
 

 

③
古
文
書
学
上
の
用
語
。
特
定
の
対
象
に
意
志
を
伝
え
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
文
献
を
い
う
。
差
出
人
と
受
取
人
の
間
の
授
受
の
関
係
が
前
提
に 

な
っ
て
い
る
点
で
、
主
格
の
一
方
的
な
意
志
表
示
の
産
物
で
あ
る
、
一
般
の
著
述
、
編
纂
物
、
備
忘
録
、
日
記
な
ど
と
区
別
さ
れ
る
。
ま
た
特
に 

明
治
以
前
に
作
成
さ
れ
た
文
書
に
限
定
す
る
場
合
が
あ
る
。 

 
 

『
古
文
書
解
読
入
門
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

①
一
定
の
目
的
を
も
っ
て
、
多
人
数
を
目
標
に
、
編
さ
ん
著
述
さ
れ
た
も
の
、
こ
れ
に
は
膨
大
な
量
が
あ
る
。 

 
 

 

②
い
ろ
い
ろ
な
事
柄
を
覚
え
と
し
て
、
後
日
に
の
こ
す
目
的
で
記
録
し
た
も
の
、
日
記
な
ど
。 

 
 

 

③
あ
る
時
点
で
、
事
件
・
問
題
が
発
生
し
た
の
で
、
相
手
側
に
対
し
て
、
問
題
を
処
理
す
る
た
め
、
用
件
を
書
い
た
文
書
を
授
受
す
る
。
そ
の
結
果
、 

文
面
の
事
柄
に
つ
い
て
あ
る
種
の
効
力
が
発
生
す
る
。
こ
れ
を
文
書
と
言
い
な
ら
し
て
き
た
。
こ
の
文
書
の
う
ち
、
現
在
と
し
て
は
、
両
者
の
間
に 

生
じ
た
文
書
の
働
き
＝
効
力
が
す
で
に
消
滅
し
て
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
も
の
を
古
文
書
と
い
う
。
要
件
と
し
て
は
、
本
文
・
差
出
人
・
宛
書
人
、 

年
月
日
を
具
備
す
る
こ
と
、
た
だ
し
相
手
側
や
年
月
日
は
、
時
に
は
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。 

  
 

つ
ま
り
・
・
・ 

 
 

 

あ
る
人
物
が
別
の
あ
る
者
に
作
成
し
て
渡
し
た
文
書
で
、
効
力
を
失
っ
た
も
の
と
い
え
ま
す
。 

 
 

※
日
記
や
帳
簿
は
、
受
取
側
が
い
な
い
た
め
、
厳
密
に
は
「
古
記
録
」
に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
一
般
的
に
「
古
文
書
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。 

  
 

公
式
様
文
書
（
く
し
き
よ
う
も
ん
じ
ょ
） 

 

公
家
様
文
書
（
く
げ
よ
う
も
ん
じ
ょ
） 

 
武
家
様
文
書
（
ぶ
け
よ
う
も
ん
じ
ょ
） 

 
 

社
寺
文
書
（
し
ゃ
じ
も
ん
じ
ょ
） 

 

町
方
文
書
（
ま
ち
か
た
も
ん
じ
ょ
） 

 

地
方
文
書
（
じ
か
た
も
ん
じ
ょ
） 

   

ロ
．
古
文
書
の
様
式 

 
 

①
か
た
ち 

 
 

古
文
書
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
様
々
な
形
式
が
あ
り
ま
す
。 

                          

（『はじめての古文書教室』） 
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②
書
き
方 

 
 

 
【
一
紙
も
の
】 

 
 

 
 

 
 

 

  

ハ
．
文
字
の
特
徴 

 
 

・
古
文
書
に
書
か
れ
て
あ
る
文
字
は
、
一
般
的
に
「
く
ず
し
字
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
近
世
の
文
書
は
、
御
家
流
（
青
蓮
院
流
）
と
呼
ば
れ
る 

 
 

書
体
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

・
漢
字
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
の
他
に
、
合
字
や
畳
字
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

合
字
・
・
・
二
つ
以
上
の
文
字
を
組
み
合
わ
せ
た
文
字
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（『
く
ず
し
字
用
例
辞
典
』） 

 
 

 
 

畳
字
・
・
・
く
り
か
え
し
符
号
「
ゝ
」「
ゞ
」「
ヽ
」「
ヾ
」「
々
」「

〱
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（『
く
ず
し
字
用
例
辞
典
』） 

 
 

・
異
体
字
で
書
か
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

   

ニ
．
文
章
の
特
徴 

 
 

古
文
書
は
「
候
文
」
と
呼
ば
れ
る
漢
文
の
よ
う
な
文
体
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
返
り
点
が
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

①
返
読
文
字 

 
 

 

不
（
ず
・
ざ
る
） 

可
（
べ
し
） 

被
（
る
・
ら
る
） 

為
（
す
・
さ
す
・
た
る
・
た
め
・
と
し
て
） 

令
（
し
む
・
せ
し
む
） 

無
（
な
し
） 

 
 

 

乍
（
な
が
ら
） 

於
（
お
い
て
） 

難
（
が
た
し
） 

以
（
も
っ
て
） 

雖
（
い
え
ど
も
） 

従
（
よ
り
） 

致
（
い
た
す
） 

及
（
お
よ
ぶ
） 

 
 

 

奉
（
た
て
ま
つ
る
） 

任
（
ま
か
す
） 

 
 

②
再
読
文
字 

 
 

 

漢
文
を
読
み
下
す
際
に
用
い
る
「
再
読
文
字
（
未
・
将
・
且
・
当
・
応
・
宜
・
須
・
猶
・
由
・
盍
）」
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
将
に
～
せ
ん
と
す
」 

 
 

と
い
う
よ
う
に
、
再
読
文
字
の
読
み
下
し
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

（
表
題
）・（
袖
書
） 

 

     

（
本
文
） 

（
日
付
） 

 

（
宛
名
） 

 

 

（
差
出
） 

 

（
日
付
） 

 

（
表
題
） 

（
作
成
者
） 

端の裏側 

「端裏」 

天 

地 

端 

奥 

【
竪
帳
】 

袖 

 【
横
帳
】
※
表
紙
は
縦
長
に
し
て
書
き
ま
す
。 

 

（
日
付
） 

 

（
表
題
） 

（
作
成
者
） 

端 
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③
頻
出
の
単
語
・
難
読
文
字 

 
 

 
愈
・
愈
々
（ 

 

） 

態
・
態
々
（ 

 

） 

略
（ 

 

） 

稍
（ 

 

） 

能
（ 

 

） 

嘸
（ 

 

） 

忝
い
（ 

 

） 

曩
に
（ 

 

） 

 
 

 

爾
来
（ 

 

） 

一
寸
（ 

 

） 

鳥
渡
（ 

 

） 

兎
角
（ 

 

） 

屹
度
・
急
度
（ 

 

） 

爰
元
・
爰
許
（ 

 

） 

仮
令
・
縦
令
（ 

 

） 

 
 

 

加
之
（ 

 
） 

陳
者
（ 

 

） 

宜
敷
（ 

 

） 

六
ヶ
敷
（ 

 

） 

   
 

④
敬
意
を
表
す
手
法 

 
 

 

身
分
が
上
の
者
に
対
し
て
主
体
と
な
る
人
物
へ
の
敬
意
を
、
敬
語
に
加
え
て
表
す
る
手
法
で
す
。 

 
 

 
 

闕
字
（
け
つ
じ
）・
・
・
一
文
字
か
ら
数
文
字
分
あ
け
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

被
レ

為
二 

仰
付
一 

 
 

 

被
レ

為
二 
成
下
一 

 
 

 
 

従
二

江
戸
一

被
二 

仰
下
一

候
ニ
付 

 
 

 
 

 
 

お
お
せ
つ
け
さ
せ
ら
れ 

 

な
し
く
だ
さ
せ
ら
れ 

 

え
ど
よ
り
お
お
せ
く
だ
さ
れ
そ
う
ろ
う
に
つ
き 

 
 

 
 

平
出
（
へ
い
し
ゅ
つ
）・
・
・
改
行
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

擡
頭
（
た
い
と
う
）・
・
・
平
出
し
た
上
で
、
ほ
か
の
行
よ
り
一
文
字
か
ら
五
文
字
分
上
か
ら
書
き
ま
す
。 

   

ホ
．
古
文
書
を
解
読
す
る
手
順 

 
 

①
翻
刻
す
る
。（
く
ず
し
字
を
楷
書
に
す
る
。） 

 
 

 
 

※
こ
の
時
、
原
稿
用
紙
な
ど
マ
ス
目
が
あ
る
紙
に
行
う
と
、
見
直
す
時
に
便
利
で
す
、 

 
 

②
読
点
や
返
り
点
を
付
け
て
、
読
み
下
し
・
書
き
下
し
を
す
る
。 

 
 

③
現
代
語
訳
し
な
が
ら
内
容
を
読
み
取
る
。 

 
 

④
辞
書
や
自
治
体
史
等
で
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
調
べ
る
。 

  
 

☆
古
文
書
を
触
る
際
の
注
意
点 

 
 

・
手
を
洗
い
、
装
飾
品
（
腕
時
計
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
指
輪
な
ど
）
を
外
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

・
メ
モ
や
調
書
を
取
る
際
は
鉛
筆
を
使
用
し
、
鉛
筆
の
芯
や
消
し
ゴ
ム
の
か
す
を
史
料
に
挟
み
込
ま
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

・
飲
食
や
喫
煙
を
し
な
が
ら
触
る
こ
と
は
厳
禁
で
す
。 

   

ヘ
．
く
ず
し
字
解
読
ツ
ー
ル 

 
 

①
字
典
（
紙
媒
体
） 

 
 

・
児
玉
幸
多
編
『
く
ず
し
字
用
例
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
） 

 
 

 
 

漢
字
辞
典
の
よ
う
に
引
く
タ
イ
プ
。
か
な
編
が
充
実
し
て
い
る
。 

 
 

・
児
玉
幸
多
編
『
く
ず
し
字
解
読
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
） 

 
 

 
 

筆
順
か
ら
引
く
タ
イ
プ
。
慣
れ
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
。 

 
 

※
机
上
版
・
普
及
版
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

・
岩
尾
俊
平
・
服
部
大
超
編
『
く
ず
し
解
読
字
典
』
（
柏
書
房
） 

 
 

 
 

部
首
、
筆
順
の
両
方
か
ら
検
索
で
き
る
。
用
例
の
掲
載
は
な
い
。 

 
 

・
林
英
夫
編
『
増
訂 

近
世
古
文
書
解
読
字
典
』（
柏
書
房
） 

 
 

 
 

頁
数
が
少
な
め
。
用
例
編
や
参
考
資
料
編
は
初
心
者
の
勉
強
に
役
立
つ
。 

 
 

・
林
英
夫
監
修
『
基
礎 

古
文
書
の
よ
み
か
た
』（
柏
書
房
） 

 
 

 
 

初
心
者
向
け
。
入
門
書
と
用
語
辞
典
と
字
典
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。 

義
ニ

付
暫
時
も
庄
屋
役 

無
レ

之
候
而
者 

御
上
様
江
奉
二

恐
入
一

候
義
ニ

付 

【
語
群
】 

①
じ
ら
い 

②
い
よ
い
よ 

③
き
っ
と 

④
さ
き
に 

⑤
む
つ
か
し
き 

⑥
や
や 

⑦
し
か
の
み
な
ら
ず 

⑧
さ
ぞ 

⑨
ほ
ぼ 

⑩
の
ぶ
れ
ば 

⑪
ち
ょ
っ
と 

⑫
わ
ざ
わ
ざ 

⑬
か
た
じ
け
な
い 

⑭
た
と
い 

⑮
こ
こ
も
と 

⑯
と
か
く
・

と
に
か
く 

⑰
よ
ろ
し
く 

⑱
よ
く 
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・『
新
編
古
文
書
解
読
字
典
』（
柏
書
房
） 

 
 

 
 

前
記
の
も
の
よ
り
頁
数
が
多
い
。
部
首
と
筆
順
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
引
く
こ
と
が
で
き
る
。
用
語
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。 

 
 

・
大
石
学
監
修
／
太
田
尚
宏
、
中
村
大
介
、
保
垣
孝
幸
編
著 

 
 

『
古
文
書
解
読
事
典
―
文
書
館
へ
行
こ
う 

く
ず
し
字
の
特
徴
と
く
ず
し
方
の
事
例
で
検
索
』（
東
京
堂
出
版
） 

 
 

 

く
ず
し
字
を
引
く
だ
け
で
な
く
、
古
文
書
の
基
礎
が
わ
か
る
や
さ
し
い
古
文
書
事
典
。 

 
 

・
林
英
夫
『
音
訓
引
き
古
文
書
字
典
』（
柏
書
房
） 

 
 

 

古
文
書
初
心
者
向
け
。
江
戸
時
代
の
用
語
の
意
味
が
わ
か
ら
な
い
時
に
引
く
字
典
。 

  
 

②
字
典
（
紙
媒
体
以
外
） 

 
 

・「C
D

―R
O

M

版
く
ず
し
字
解
読
用
例
辞
典
」（
東
京
堂
出
版
） 

 
 

・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所 

電
子
く
ず
し
字
字
典
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（h

ttp
://

w
w

w
a
p
.h

i.u
-to

k
yo

.a
c
.jp

/s
h

ip
s
/s

h
ip

s
c
o
n

tro
lle

r

） 

 
 

・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
／
奈
良
文
化
財
研
究
所 
『
電
子
く
ず
し
字
字
典
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』『
木
簡
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
木
簡
字
典
』
連
携
検
索 

 
 

（h
ttp

://
c
lio

a
p
i.h

i.u
-to

k
yo

.a
c
.jp

/s
h

ip
s
/Z

C
lie

n
t/W

3
4

/

） 

  
 

・
く
ず
し
字
学
習
支
援
ア
プ
リ
「K

u
L
A

（K
u

z
u

s
h

iji L
e
a
rn

in
g
 A

p
p
lic

a
tio

n

）」（iO
S

版
、A

n
d
ro

id

版
） 

 
 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
く
ず
し
字
を
手
軽
に
学
べ
る
ア
プ
リ
。
テ
ス
ト
機
能
で
は
苦
手
な
文
字
が
わ
か
る
か
も
…
。 

   

ち
ょ
っ
と
ひ
と
休
み 

 

干
支 

 
 

干
支
は
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
十
干
と
十
二
支
の
組
み
合
わ
せ
で
、
年
数
や
日
数
を
表
す
た
め
に
用
い
て
き
ま
し
た
。 

 

組
み
合
わ
せ
が
六
十
通
り
あ
る
た
め
「
六
十
干
支
」
、
ま
た
は
「
十
干
十
二
支
」
と
い
い
ま
す
。 

 
 

日
本
で
は
、
十
干
に
、
陰
陽
五
行
説
の
木
・
火
・
土
・
金
・
水
と
陰
と
陽
を
意
味
す
る
「
兄
（
え
）」・「
弟
（
と
）」
を 

 

あ
て
は
め
た
も
の
を
用
い
て
い
ま
す
。 

 
 

十
二
支
は
、
も
と
も
と
は
中
国
で
十
二
ヶ
月
の
順
番
を
示
す
た
だ
の
符
号
だ
っ
た
も
の
が
、
の
ち
に
動
物
と
結
び
つ
け 

 

ら
れ
、
現
在
の
形
に
な
り
ま
し
た
。 

  
 

①
暦 

 
 

 

干
支
が
日
本
に
伝
わ
る
と
、
ま
ず
年
を
表
す
の
に
用
い
ら
れ
、
つ
い
で
日
を
表
す
の
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
元
号
が 

 
 

で
き
、
年
や
日
を
序
数
で
表
す
よ
う
に
な
る
と
、
干
支
は
つ
け
た
り
つ
け
な
か
っ
た
り
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 

近
世
文
書
で
は
、
年
号
と
干
支
、
年
号
と
十
二
支
、
干
支
も
し
く
は
十
二
支
だ
け
な
ど
、
多
様
な
表
記
が
見
ら
れ
ま 

 
 

す
。 

  
 

※
月
の
満
ち
欠
け
を
基
に
し
て
作
ら
れ
た
太
陰
太
陽
暦
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
太
陰
太
陽
暦
は
一
年
が
約
三
五
四
日
と
、 

 
 

 

太
陽
暦
の
一
年
と
比
べ
て
約
十
一
日
短
い
た
め
、
十
九
年
に
七
回
の
頻
度
で
「
閏
月
」
を
足
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
暦
の 

 
 

 

ず
れ
を
正
す
方
法
が
は
か
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
太
陰
太
陽
暦
は
明
治
五
年
十
二
月
二
日
ま
で
用
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
翌 

 
 

 

三
日
を
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
一
月
一
日
と
す
る
こ
と
で
、
太
陽
暦
に
移
行
し
ま
し
た
。 

           

シ 子 ね

チュウ 丑 うし

イン 寅 とら

ボウ 卯 う

シン 辰 たつ

シ 巳 み

ゴ 午 うま

ビ 未 ひつじ

シン 申 さる

ユウ 酉 とり

ジュツ 戌 いぬ

ガイ 亥 い

十二支

五行

コウ 甲 きのえ 兄

オツ 乙 きのと 弟

ヘイ 丙 ひのえ 兄

テイ 丁 ひのと 弟

ボ 戊 つちのえ 兄

キ 己 つちのと 弟

コウ 庚 かのえ 兄

シン 辛 かのと 弟

ジ 壬 みずのえ 兄

キ 癸 みずのと 弟

金

水

十干

木

火

土

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

あ 甲子 乙丑 丙寅 丁卯 戊辰 己巳 庚午 辛未 壬申 癸酉 甲戌 乙亥

い 丙子 丁丑 戊寅 己卯 庚辰 辛巳 壬午 癸未 甲申 乙酉 丙戌 丁亥

う 戊子 己丑 庚寅 辛卯 壬辰 癸巳 甲午 乙未 丙申 丁酉 戊戌 己亥

え 庚子 辛丑 壬寅 癸卯 甲辰 乙巳 丙午 丁未 戊申 己酉 庚戌 辛亥

お 壬子 癸丑 甲寅 乙卯 丙辰 丁巳 戊午 己未 庚申 辛酉 壬戌 癸亥
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②
方
角
と
時
刻 

 
 

 
十
二
支
を
用
い
て
方
角
や
時
刻
を
表
し
ま
し
た
。 

                       

度
量
衡 

 
 

 

                            

【長さ】 

【容積】 

【面積】 

里 町 間 尺 ｍ
１里 ＝ ３６町 ＝ ２１６０間 ＝ １２９６０尺 ＝ ３９２７．２６８８m

１町 ＝ ６０間 ＝ ３６０尺 ＝ １０９．０９０９m
１間 ＝ ６尺 ＝ １．８１８m

１尺 ＝ ０．３０３m

【距離】 

丈 尺 寸 分 厘
１丈 ＝ １０尺 ＝ １００寸 ＝ １０００分 ＝ １００００厘

１尺 ＝ １０寸 ＝ １００分 ＝ １０００厘 ＝ ３０．３０３cm
１寸 ＝ １０分 ＝ １００厘

１分 ＝ １０厘

【重さ】 

（『はじめての古文書教室』） 

石 斗 升 合 勺
１石 ＝ １０斗 ＝ １００升 ＝ １０００合 ＝ １００００勺

１斗 ＝ １０升 ＝ １００合 ＝ １０００勺
１升 ＝ １０合 ＝ １００勺 ＝ １．８０３９１ℓ

１合 ＝ １０勺
１勺 ＝ １０才

貫 斤 匁 分
１貫 ＝ ６．２５斤 ＝ １０００匁 ＝ １００００分 ＝ ３．７５kg ＝

１斤 ＝ １６０匁 ＝ １６００分 ＝ ０．６kg ＝
１匁 ＝ １０分 ＝ ０．０００３７５kg ＝ ３．７５g

町 反（段） 畝 歩（＝坪）
１町 ＝ １０反 ＝ １００畝 ＝ ３０００歩 ＝ ９９１７．３６㎡

１反 ＝ １０畝 ＝ ３００歩 ＝ ９９１．７３６㎡
１畝 ＝ ３０歩 ＝ ９９．１７３６㎡

１歩 ３．３０５７９㎡
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二
．
古
文
書
を
読
む 

～
基
礎
編
～ 

 

イ
．
頻
出
用
語
の
く
ず
し
字 

 
 

①
御
座
候
（
ご
ざ
そ
う
ろ
う
）・
無
御
座
候
（
無
二

御
座
一

候 

ご
ざ
な
く
そ
う
ろ
う
） 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

②
被
仰
付
候
・
被
為
仰
付
候
（
被
二

仰
付
一

候 

お
お
せ
つ
け
ら
れ
そ
う
ろ
う
・
被
レ

為
二

仰
付
一

候 

お
お
せ
つ
け
さ
せ
ら
れ
そ
う
ろ
う
） 

 
 

 
 

 
 

  
 

③
奉
存
候
（
奉
レ

存
候 

ぞ
ん
じ
た
て
ま
つ
り
そ
う
ろ
う
） 

 
 

 
 

 
 

  
 

④
乍
恐
（
乍
レ

恐 

お
そ
れ
な
が
ら
）・
・
・
願
書
等
で
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
形
を
覚
え
て
お
く
と
便
利
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

      

ロ
．
数
字
の
く
ず
し
字 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（『
は
じ
め
て
の
古
文
書
教
室
』） 

                        

酉
年 

一
、
銀 

貫 

目 
 

也 

軒 

朝 

夜 
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ハ
．
固
有
名
詞
の
く
ず
し
字 

 
 

①
人
名 

                
 

②
地
名 

 

 

                 
 

③
そ
の
他 

            

【
語
群
】 

①
寅
蔵 

②
し
ま 

③
徳
左
衛
門 

④
藤
兵
衛 

⑤
さ
わ 

⑥
石
原
清
左
衛
門
様 

⑦
金
右
衛
門 

⑧
新
兵
衛 

⑨
松
平
能
登
守
様 

⑩
六
松
（
古
松
） 

⑪
は
つ 

⑫
覚
兵
衛 

⑬
七
左
衛
門 

⑭
多
羅
尾
久
右
衛
門
様 

【
語
群
】 

・
摂
州
（
刕
） 

・
河
州
（
刕
） 

・
城
州 

・
和
州 

・
大
坂 

・
河
内
郡 

・
交
野
郡 

・
天
満 

・
備
後
町 

・
南
久
太
郎
町 

・
谷
町 

・
上
本
町 

・
高
槻 

・
萱
嶋
流
作
新
田 

・
吉
原
村 
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ニ
．
字
典
を
引
い
て
み
よ
う 

 
 

※
『
く
ず
し
字
解
読
辞
典
』
、『
く
ず
し
字
用
例
辞
典
』
の
引
き
方
を
、
左
図
の
☆
印
と
★
印
の
文
字
を
例
に
説
明
し
ま
す
。 

     

 
 

①
☆
の
文
字
を
『
く
ず
し
字
解
読
辞
典
』
で
調
べ
る
場
合
。 

 
 

 

１
．
目
次
か
ら
、
最
初
の
筆
の
入
り
方
を
探
し
ま
す
。 

                                         

☆ 

★ 
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２
．
二
〇
九
頁
と
二
一
六
頁
が
候
補
に
あ
が
り
ま
す
。 

     
 

 

３
．
候
補
の
ペ
ー
ジ
に
同
じ
よ
う
な
く
ず
し
方
の
文
字
を
探
し
ま
す
。 

                  
 

 

４
．
ち
ょ
っ
と
心
配
な
時
は
、『
く
ず
し
字
用
例
辞
典
』
で
確
認
し
ま
す
。 

        
 

②
★
の
文
字
を
『
く
ず
し
字
用
例
辞
典
』
で
調
べ
る
場
合 

 
 

 

１
．
部
首
索
引
か
ら
該
当
す
る
部
首
を
探
し
ま
す
。 
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２
．
同
じ
形
の
く
ず
し
字
を
探
し
ま
す
。 

                               

【
参
考
文
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編
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図
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古
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新
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く
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読
辞
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版
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年
。 

・
児
玉
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多
編
『
く
ず
し
字
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版
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史
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